
美咲町当初予算
三保会館整備など盛る

３面
国交省　ＩＣＴ基盤、試行拡大へ
工程・出来形管理に効果

２面

きょうの紙面
倉敷市　配水管更新ＤＢ
プロポ手続き開始

上下水道審議官グループが発足
水道行政　「年ぶり大転換」


日
ま
で
参
加
者
受
付

水
島
地
区
　

公
共
施
設
　

再
編
基
本
計
画
策
定
支
援

倉敷市
中国地整

億円を計上
年度当初分の県内直轄事業

新
規
で
吉
井
川
防
御
築
堤
に
着
手

施工者決定し
５月にも着工

しまむら 西
大
寺
フ


シ

ン
モ

ル
新
設

工
事　
公
告
・

公
募
型
プ
ロ
ポ
情
報

注
目
注
目
注
目

の

　
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
は

岡
山
県
内
で
実
施
す
る
河
川
や
道
路

港
湾
の

整
備
事
業
に
つ
い
て

２
０
２
４
年
度
当
初
分
の
直
轄
予
算
と
し
て
２
２
７
億
４
８
０

０
万
円
を
計
上
し
て
い
る

対
前
年
度
比

％
の
減
額


（１） 第５５０６号 ＜昭和年月日第三種郵便物認可＞ 年（令和６年）４月５日＜金曜日＞　月・水・金発行（祝日を除く）

年（令和６年）
　　　　　　　　　４　５　金　　月　日　曜日

　
倉
敷
市
は

水
島
地
区
公

共
施
設
再
編
整
備
基
本
計
画

策
定
な
ど
支
援
業
務
の
プ
ロ

ポ

ザ
ル
手
続
き
を
開
始
し

た

参
加
表
明
書
を

日
ま

で
受
け
付
け

ヒ
ア
リ
ン
グ

や
プ
レ
ゼ
ン
テ

シ

ン
を

経
て
５
月
下
旬
に
優
先
交
渉

権
者
を
特
定
す
る

委
託
期

間
は
２
０
２
６
年
３
月

日

ま
で

提
案
上
限
額
は
４
８

３
０
万
円
︵
税
込
み
︶


　
水
島
公
民
館
な
ど
水
島
地

区
の
３
公
共
施
設
を
統
合
し

た
複
合
施
設
の
建
設
と
水
島

支
所
の
長
寿
命
化
改
修
に
向

け

整
備
内
容
や
最
適
な
事

業
手
法
に
つ
い
て
整
理
・
検

討
し

基
本
計
画
と
実
施
方

針
の
策
定

事
業
者
の
募
集

・
選
定
・
事
業
契
約
締
結
ま

で
の
一
連
の
手
続
き
を
支
援

す
る


　
参
加
資
格
は

過
去

年

以
内
に
倉
敷
市
ま
た
は
他
の

自
治
体
の
公
共
施
設
整
備
に

関
す
る
基
本
計
画
策
定
支
援

業
務
と
公
民
連
携
︵
Ｐ
Ｐ
Ｐ

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
︶
手
法
に
よ
る
事

業
者
選
定
支
援
︵
ア
ド
バ
イ

ザ
リ

︶
業
務
の
元
請
け
実

績
を
そ
れ
ぞ
れ
３
件
以
上
有

し
て
い
る
こ
と
な
ど


　
複
合
化
す
る
施
設
は

水

島
公
民
館
と
水
島
児
童
館
と

水
島
図
書
館

整
備
場
所
は

水
島
支
所
北
側
に
位
置
す
る

水
島
公
民
館
・
水
島
児
童
館

の
敷
地
で
面
積
は
約
６
４
０

０
平
方



　
各
施
設
の
機
能
を
連
携
す

る
こ
と
で
新
た
な
価
値
や
魅

力
を
創
出
し
多
様
な
世
代
の

交
流
と
活
動
を
促
進
す
る
施

設
と
す
る

重
複
す
る
機
能

を
集
約
す
る
こ
と
で
延
べ
床

面
積
の
縮
減
を
図
る
と
と
も

に

駐
車
台
数
を
現
状
の
１

４
１
台
か
ら
２
２
０
台
以
上

へ
増
加
さ
せ
る

水
島
支
所

に
隣
接
す
る
水
島
北
幸
町
第

１
公
園
は
廃
止

ま
た
は
移

転
す
る


　

年
度
に
基
本
計
画
を
策

定
し


年
度
に
事
業
者
の

公
募
・
選
定
を
想
定



年
度
の
完
成
を
目
指
し
て

い
る


　
現
施
設
は

水
島
公
民
館

︵
水
島
北
幸
町
１
ノ
２
︶
が

１
９
７
４
年
３
月
に
完
成
し

た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ト
造
３

階
建
て
延
べ
１
８
６
３
平
方



水
島
児
童
館
︵
水
島
北

幸
町
１
ノ
３
︶
が

年
５
月

に
完
成
し
た
同
造
２
階
建
て

延
べ
６
３
５
平
方


水
島

図
書
館
︵
水
島
青
葉
町
４
ノ


︶
が

年
５
月
に
完
成
し

た
同
造
２
階
建
て
延
べ
１
３

９
４
平
方



　
ま
た

並
行
し
て
水
島
支

所
︵
水
島
北
幸
町
１
ノ
１
︶

の
屋
上
防
水
や
外
壁
改
修


設
備
機
器
更
新
を
行
い

施

設
の
長
寿
命
化
と
省
エ
ネ
ル

ギ

化
を
実
施
す
る
と
と
も

に

１
階
の
狭
隘
︵
き

う

あ
い
︶
を
解
消
し

待
合
ス

ペ

ス

相
談
ス
ペ

ス
を

確
保
す
る
な
ど

来
庁
者
の

利
便
性
向
上
に
向
け
た
改
修

を
行
う

２
０
２
７
年
度
の

完
成
を
目
指
し
て
い
る

同

支
所
は
１
９
９
１
年

月
に

完
成
し
た
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ

ト
造
５
階
建
て
延
べ
６

２
１
６
平
方

の
規
模


　
︻
岡
山
市
東
区
︼
し
ま
む

ら
︵
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
北

袋
町
１
ノ
６
０
２
ノ
︶
は


岡
山
市
北
区
金
岡
西
町

ノ

１
他
の
５
８
６
１
平
方

の

用
地
に
︵
仮
称
︶
西
大
寺
フ



シ

ン
モ

ル
を
新
設

す
る

岡
山
市
に
大
規
模
小

売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
届

け
出
を
行
い


月

日
の

オ

プ
ン
を
目
指
し
て
お

り

施
工
者
を
決
め
て
５
月

に
も
着
工
す
る


　
規
模
は

鉄
骨
造
平
屋
２

４
１
０
平
方


店
舗
面
積

は
２
１
８
３
平
方
で

こ
の

う
ち

北
側
９
９
７
平
方


が
﹁
ベ
ビ

・
子
供
用
品
の

バ

ス
デ
イ
﹂

南
側
１
１

６
９
平
方

が
﹁
フ


シ


ン
セ
ン
タ

し
ま
む
ら
﹂

と
な
る

駐
車
場
収
容
台
数

は

台

駐
輪
場
収
容
台
数

は
８
台


　
設
計
は
橘
高
設
︵
広
島
県

福
山
市
︶


　
予
算
の
内
訳
は

河
川
関

係
が

億
４
２
０
０
万
円

︵
対
前
年
度
比

％
減
︶


道
路
関
係
が
１
７
８
億
４
６

０
０
万
円
︵
同
３
％
増
︶


港
湾
関
係
は

億
６
０
０
０

万
円
︵
同

％
減
︶


　
主
な
事
業
を
見
る
と

河

川
関
係
の
新
規
事
業
と
し

て

吉
井
川
西
大
寺
地
区
洪

水
防
御
築
堤
︵
２
億
８
０
０

０
万
円

吉
井
川
水
系
全

体
︶
や
高
梁
川
酒
津
地
区

堤
防
強
化
・
笠
井
堰
改
築

︵

億
３
６
０
０
万
円

高

梁
川
水
系
全
体
︶
に
着
手
す

る


　
道
路
関
係
の
新
規
事
業
と

し
て

物
流
関
連
車
両
の
中

継
輸
送
拠
点
を
整
備
す
る
国

道
２
号
コ
ネ
ク
ト
パ

キ
ン

グ
岡
山
・
早
島
︵
５
０
０
０

万
円
︶
や
国
道
２
号
Ｂ
Ｐ
停

車
場
線
交
差
点
改
良
︵
１
０

０
０
万
円
︶
に
着
手
す
る


　
ま
た

国
道
２
号
玉
島
・

笠
岡
Ⅱ
期
・
笠
岡
バ
イ
パ
ス

︵
１
０
７
億
４
２
０
０
万

円
︶
や
国
道
２
号
伊
部
電
線

共
同
溝
︵
１
億
９
３
０
０
万

円
︶
を
継
続
さ
せ
る


　
港
湾
関
係
で
は

国
際
物

流
タ

ミ
ナ
ル
整
備
︵

億

５
０
０
０
万
円
︶
と
玉
島
ハ


バ

ア
イ
ラ
ン
ド
で
の
廃

棄
物
海
面
処
分
場
整
備
︵
１

０
０
０
万
円
︶
を
進
め
て
い

く




プ
ロ
ポ
手
続
き
開
始

浅
原

上
東

幹
線
な
ど

配
水
管
更
新
Ｄ
Ｂ

倉敷市三
保
会
館
整
備
な
ど
盛
る

美
咲
町
の

年
度
当
初
予
算

地域学習交流Ｃ
建設など事業費

和気町の当初予算

備
前
屋

藤
井
建
装
の
施
工
で

家
族
葬
フ

ミ

ユ
青
江

創
心
會

年
内
完
成
目
指
す

複
合
型
診
療
施
設

ヒ
メ
ノ
モ
チ

事
業
盛
る

新
庄
村
の
当
初
予
算

公
共
事
業
・
民
間
開
発

工
事　
公
告
・

公
募
型
プ
ロ
ポ
情
報

注
目
注
目
注
目

の

（２）第三種郵便物認可 年（令和６年）４月５日＜金曜日＞
　
美
咲
町
は

三
保
・
西
幸

会
館
整
備
事
業
費
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
２
０
２
４
年
度
当

初
予
算
を
発
表
し
た

一
般

会
計
は
対
前
年
度
比
５
・
３

％
︵
７
億
８
１
２
２
万
円
︶

減
の
１
３
９
億
０
６
０
３
万

円
を
計
上
し
て
い
る


　
投
資
的
経
費
は

億
３
１

９
６
万
円
で

そ
の
内
訳
は

普
通
建
設
事
業
費

億
１
２

４
８
万
円

災
害
復
旧
事
業

費
１
９
４
８
万
円
と
な

て

い
る


　
主
な
一
般
会
計
の
建
設
関

連
予
算
は

総
務
費
と
し
て

多
世
代
交
流
拠
点
関
連
施
設

集
約
化
事
業
な
ど
企
画
委
託

６
億
６
７
９
８
万
円

同
工

事

億
２
０
０
０
万
円


　
民
生
費
と
し
て
三
保
会
館

・
西
幸
会
館
整
備
事
業
な
ど

社
会
福
祉
施
設
委
託
６
３
６

万
円

同
工
事
３
億
８
２
４

０
万
円

老
人
福
祉
施
設
委

託
１
６
５
１
万
円

同
工
事

１
億
５
８
６
１
万
円

児
童

福
祉
総
務
委
託
１
７
４
１
万

円
同
工
事
２
６
９
４
万
円


児
童
福
祉
施
設
委
託
４
５
４

９
万
円


　
農
林
水
産
業
費
と
し
て
単

町
小
規
模
土
地
改
良
事
業
な

ど
農
地
委
託
１
８
７
７
万

円
同
工
事
５
２
１
５
万
円


自
然
災
害
防
止
農
業
施
設
防

災
対
策
事
業
委
託
１
６
０
０

万
円

同
工
事
７
５
０
０
万

円

森
林
作
業
道
開
設
事
業

な
ど
林
業
振
興
委
託
１
３
７

５
万
円

商
工
費
と
し
て
観

光
委
託
３
７
７
４
万
円


　
土
木
費
と
し
て
道
路
維
持

経
常
管
理
な
ど
道
路
維
持
委

託
５
０
５
０
万
円

単
独
町

費
事
業
︵
改
良
舗
装
な
ど
︶

道
路
新
設
改
良
委
託
２
１
０

５
万
円

同
工
事
１
億
６
１

０
０
万
円

自
然
災
害
防
止

︵
道
路
防
災
︶
対
策
工
事
２

９
０
０
万
円

同
︵
河
川
・

浚
渫
︶
対
策
工
事
７
５
８
０

万
円

消
防
費
と
し
て
消
防

施
設
工
事
１
１
０
０
万
円


　
教
育
費
と
し
て
中
学
校
管

理
工
事
１
５
０
０
万
円

理

科
教
育
設
備
整
備
な
ど
教
育

振
興
委
託
１
４
４
１
万
円


柵
原
地
域
義
務
教
育
学
校
建

設
推
進
費
な
ど
学
校
建
設
委

託
３
１
４
３
万
円

同
工
事

７
億
２
２
４
０
万
円

体
育

施
設
運
営
委
託
３
２
６
８
万

円
な
ど
を
計
上
し
て
い
る


　
和
気
町
は

地
域
学
習
交

流
セ
ン
タ

建
設
な
ど
を
行

う
高
校
魅
力
化
事
業
費
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
２
０
２
４
年

度
当
初
予
算
を
発
表
し
た


一
般
会
計
は
対
前
年
度
比
１

・
８
％
減
の

億
５
０
０
０

万
円
で

投
資
的
経
費
は
同


・
２
％
減
の

億
９
２
０

０
万
円
と
な

て
い
る

特

別
会
計
な
ど
を
含
め
た
全
会

計
の
総
額
は
同
３
・
３
％
減

の
１
６
２
億
１
０
１
８
万

円


　
予
算
編
成
で
は

将
来
を

見
据
え
た
持
続
可
能
な
財
政

運
営
を
進
め
な
が
ら

４
年

目
と
な
る
第
２
次
和
気
町
総

合
計
画
の
将
来
像
で
あ
る

﹁
人
と
地
域
が
輝
く
・
晴
れ

の
国
の
・
和
気
あ
い
あ
い
の

ま
ち
﹂
の
実
現
に
向
け
た
施

策
の
推
進
を
加
速
し
て
い
く

た
め
に

全
て
の
事
業
に
つ

い
て
緊
急
性
や
必
要
性

費

用
対
効
果
を
十
分
に
検
証

し

限
ら
れ
た
財
源
で
﹁
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
﹂

を
生
み
出
す
た
め
の
創
意
工

夫
に
努
め
て
い
る


　
教
育
費
で
は

地
域
学
習

交
流
セ
ン
タ

建
設
な
ど
を

行
う
高
校
魅
力
化
事
業
費
５

億
４
２
９
４
万
円

和
気
小

学
校
の
長
寿
命
化
改
良
事
業

及
び
太
陽
光
発
電
等
導
入
事

業
費
２
億
９
９
６
２
万
円


佐
伯
中
学
校
の
大
規
模
改
造

事
業
及
び
太
陽
光
発
電
等
導

入
事
業
費
１
億
１
８
９
９
万

円

佐
伯
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修

事
業
費
８
９
０
６
万
円
な

ど

総
務
費
で
は

益
原
多

目
的
公
園
駐
車
場
増
設
事
業

費
２
１
０
５
万
円
な
ど


　
新
庄
村
は

ヒ
メ
ノ
モ
チ

成
長
産
業
化
事
業
費
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
２
０
２
４
年
度

当
初
予
算
を
発
表
し
た

一

般
会
計
は
対
前
年
度
比

・

８
％︵
２
億
２
３
０
０
万
円
︶

増
の

億
８
３
０
０
万
円
を

計
上
し
て
い
る


　
投
資
的
経
費
は
６
億
７
３

８
８
万
円
で

普
通
建
設
事

業
費
の
み
と
な

て
い
る


　
主
な
建
設
関
連
の
一
般
会

計
予
算
は

民
生
費
と
し
て

子
ど
も
第
三
の
居
場
所
事
業

な
ど
児
童
福
祉
総
務
費
工
事

２
６
５
万
円

農
林
水
産
事

業
費
と
し
て
ヒ
メ
ノ
モ
チ
成

長
産
業
化
事
業
な
ど
農
業
振

興
委
託
２
６
４
０
万
円

同

工
事
４
億
２
６
０
０
万
円


環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援

対
策
事
業
な
ど
農
業
振
興
費

負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
２

７
３
０
万
円

小
規
模
土
地

改
良
事
業
な
ど
農
地
工
事
３

０
０
万
円

森
林
環
境
保
全

直
接
支
援
事
業
な
ど
林
業
振

興
工
事
２
６
０
５
万
円

林

道
改
良
事
業
な
ど
林
道
委
託

４
０
３
０
万
円

同
工
事
２

７
０
０
万
円

商
工
費
と
し

て
観
光
経
常
管
理
費
な
ど
観

光
委
託
７
０
１
万
円

観
光

臨
時
管
理
費
な
ど
観
光
工
事

２
３
５
万
円


　
土
木
費
と
し
て
道
路
維
持

経
常
管
理
な
ど
道
路
維
持
委

託
４
８
１
万
円

同
工
事
２

５
２
５
万
円

道
路
改
良
事

業
費
︵
公
共
︶
な
ど
道
路
新

設
改
良
委
託
２
６
８
万
円


同
工
事
５
３
０
０
万
円

橋

梁
長
寿
命
化
対
策
事
業
な
ど

橋
梁
維
持
委
託
３
７
６
万

円

同
工
事
９
６
４
万
円


河
川
臨
時
管
理
費
な
ど
河
川

総
務
委
託
４
０
０
万
円

教

育
費
と
し
て
小
学
校
臨
時
管

理
費
な
ど
学
校
管
理
委
託
３

３
６
万
円

中
学
校
臨
時
管

理
費
な
ど
学
校
管
理
委
託
７

９
５
万
円

同
工
事
１
７
６

４
万
円
な
ど
を
計
上
し
て
い

る


　
︻
岡
山
市
北
区
︼
備
前
屋

︵
瀬
戸
内
市
邑
久
町
豊
原


ノ
１
︶
は

岡
山
市
北
区
青

江
５
ノ
９
２
２
ノ

の
９
１

１
平
方

の
用
地
に︵
仮
称
︶

家
族
葬
フ

ミ

ユ
青
江
を

新
築
す
る

藤
井
建
装
︵
岡

山
市
中
区
︶の
施
工
で
着
工


７
月
の
完
成
を
目
指
し
て
工

事
を
進
め
る

規
模
は
木
造

平
屋
約
２
０
０
平
方


設

計
は
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
　
Ｄ

Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
︵
岡
山
市
南

区
︶


　
︻
岡
山
市
北
区
︼
創
心
會

︵
倉
敷
市
茶
屋
町
２
１
０
２

ノ

︶
は

岡
山
市
北
区
日

吉
町

ノ
１
他
の
用
地
に
複

合
型
診
療
施
設
を
新
築
す

る

施
工
者
を
決
め
て

開

発
許
可
が
下
り
次
第

造
成

工
事
に
着
手
す
る

２
０
２

４
年
内
の
完
成
を
目
指
し

て

工
事
を
進
め
る

規
模

は
木
造
２
階
建
て
延
べ
７
１

５
平
方


設
計
は
Ｇ
Ｅ
Ｎ

設
計
︵
岡
山
市
北
区
︶


　
倉
敷
市
水
道
局
は
設
計
・
施
工
一
括
の
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル

ド︵
Ｄ
Ｂ
︶方
式
で
整
備
す
る
浅
原

上
東
幹
線
な
ど
の
配

水
管
更
新
事
業
の
プ
ロ
ポ

ザ
ル
手
続
き
を
開
始
し
た


６
月



日
に
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け



月
に
優
先
交
渉
権
者
を
特
定
す
る

提
案
上
限
額
は
総
事
業

費

億
１
３
１
９
万
円

こ
の
う
ち
設
計
委
託
費
は
１
億
４

８
８
０
万
円

事
業
期
間
は
２
０
３
０
年
６
月

日
ま
で


　
事
業
へ
の
参
加
資
格
は


設
計
企
業
と
建
設
企
業
で
構

成
す
る
グ
ル

プ
で

設
計

は
土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務︵
土
木
設
計
︶

建
設
は
水
道
施
設
工
事
の
入

札
参
加
資
格
を
有
す
る
企

業

建
設
は
単
体
ま
た
は
地

元
建
設
業
者
を
含
む
Ｊ
Ｖ
が

対
象
で


年
度
水
道
施
設

工
事
の
総
合
値
に
水
道
局
発

注
工
事
成
績
の
加
減
点
を
加

え
た
点
数
１
０
０
０
点
以

上

地
元
建
設
企
業
は
７
０

０
点
以
上
の
市
内
業
者
ま
た

は
準
市
内
業
者
な
ど


　
対
象
は

浅
原

上
東
幹

線
が
口
径
６
０
０

・
延
長

３
８
７
０


生
坂

中
央

幹
線
が
口
径
４
０
０

・
延

長
３
８
０


備
南
第
５


松
島
幹
線
が
口
径
４
０
０


・
延
長
２
４
６
０

︵
Ｊ
Ｒ

山
陽
本
線
横
断
部
を
除
く
︶

の
３
路
線


　
同
事
業
は

老
朽
化
し
た

基
幹
管
路
の
更
新
を
加
速
さ

せ
る
と
と
も
に

民
間
事
業

者
が
持
つ
最
新
技
術
を
生
か

し
た
品
質
管
理
や
業
務
の
効

率
化

大
口
径
管
路
を
自
社

施
工
で
き
る
地
元
建
設
業
者

の
増
加

事
業
量
確
保
に
よ

る
担
い
手
不
足
の
解
消
な
ど

を
目
的
と
し
て
い
る




工
程
・
出
来
形
管
理
に
効
果

Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
試
行
拡
大
へ

国交省
水
道

行
政
　﹁

年
ぶ
り
大
転
換
﹂

上
下
水
道
審
議
官
グ
ル

プ
が
発
足

年
度
は
．
兆
円
に

国
交
省
の
配
分
対
象
額

当初予算

５
空
港

港
湾
で
防
衛
体
制
強
化

イ
ン
フ
ラ
整
備
に

億
円

政府

特
殊
車
両
の
通
行
条
件
緩
和

８
日
か
ら
試
行

国交省

５年で最大８万人
特定技能の建設分野受け入れ

政
府

【編集部】ご意見・ご感想をお待ちしています

電子版・ＳＮＳでも最新情報を発信しています
https://www.kentsu.co.jp/ X (旧Twitter)  @kentsunews

hensyu@kentsu.co.jp＠

03-5425-2070 03-5425-2075
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（３） 第三種郵便物認可年（令和６年）４月５日＜金曜日＞

　
国
土
交
通
省
は

工
事
の

監
督
・
検
査
に
用
い
る
デ


タ
を
一
括
し
て
扱
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ

プ
ラ

ト
フ


ム︵
仮
称
︶

の
試
行
結
果
を
ま
と
め
た


工
程
管
理
と
出
来
形
管
理
の

両
面
で

受
発
注
者
の
そ
れ

ぞ
れ
８
割
以
上
が
負
担
を
軽

減
で
き
た
こ
と
を
確
認



年
度
は
試
行
を
さ
ら
に
拡
大

し
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
検
討


開
発
に
生
か
す


　
現
行
の
直
轄
工
事
で
は


打
ち
合
わ
せ
簿
・
出
来
形
管

理
表
な
ど
は
情
報
共
有
シ
ス

テ
ム
︵
Ａ
Ｓ
Ｐ
︶

３
次
元

点
群
デ

タ
や
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ

Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
な
ど
は
ク
ラ
ウ

ド
サ

ビ
ス
を
介
し
て
受
発

注
者
で
や
り
取
り
し
て
い

る

受
注
者
ご
と
に
異
な
る

シ
ス
テ
ム
を
契
約
し
て
い
る

た
め

発
注
者
側
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
が
複
雑
に
な
る
他


納
品
さ
れ
た
デ

タ
を
活
用

す
る
際
の
障
壁
に
も
な

て

い
た


　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
プ
ラ

ト
フ



ム
は

受
注
者
側
の
Ａ
Ｓ
Ｐ

や
ク
ラ
ウ
ド
サ

ビ
ス
か
ら

情
報
を
受
け
取
り

発
注
者

が
一
元
的
に
取
り
扱
う
た
め

の
基
盤
と
し
て
構
想

現
場

の
監
督
・
検
査
に
用
い
る
デ


タ
の
ペ

パ

レ
ス
化


オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め

施

工
後
の
維
持
管
理
段
階
で
も

デ

タ
を
有
効
活
用
す
る


　

年
度
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
プ
ラ


ト
フ


ム
の
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
を
全
国
８
地
方
整
備
局

の
計

工
事
で
試
行

週
間

工
程
会
議
で
の
工
程
表
の
作

成
か
ら
提
出

立
会
調
整
な

ど
に
利
用
し
た
と
こ
ろ

発

注
者
側
の

％


受
注
者
側
の

％

が
省
力
化
に
﹁
効

果
が
あ

た
﹂
と

回
答
し
た

発
注

者
か
ら
は
特
に
ス

ケ
ジ


ル
確
認

の
効
率
化

受
注

者
か
ら
は
工
程
表

の
送
付
が
不
要
に

な
る
点
が
評
価
さ

れ
た


　
こ
れ
に
加
え


近
畿

四
国

九

州
の
３
地
整
で
は

出
来
形
情
報
の
リ

ア
ル
タ
イ
ム
共
有
・
確
認
を

試
行
し
た
と
こ
ろ

発
注
者

の

％

受
注
者
の

％
が

﹁
効
果
が
あ

た
﹂
と
し

た

工
事
の
進
捗
に
応
じ

た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
出
来

形
デ

タ
共
有
に
よ
り

確

認
を
効
率
化
で
き
る
点
が
受

発
注
者
双
方
か
ら
評
価
さ
れ

た


　

年
度
以
降
は

建
設
業

や
建
設
関
連
業
の
団
体

研

究
機
関

国
交
省
で
構
成
す

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
協
議
会
で


試
行
結
果
を
踏
ま
え
て
プ
ラ


ト
フ


ム
の
仕
様
を
検

討
す
る

並
行
し
て
試
行
を

拡
大
し

シ
ス
テ
ム
開
発
を

進
め
る


　
厚
生
労
働
省
か
ら
移
管
さ
れ
た
水
道
行
政
を
担
う

国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保

全
局
の
上
下
水
道
審
議
官
グ
ル

プ
が
１
日

発
足
し
た

ト

プ
に
就
い
た
松
原
誠

上
下
水
道
審
議
官

写
真

は
記
者
会
見
で
﹁
現
場
力

技
術
力
を
生
か
し

水
道
が

現
在
抱
え
て
い
る
課
題
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
最
重
要
だ
﹂
と
強
調
し
た

斉
藤
鉄

夫
国
土
交
通
相
は
﹁

年
ぶ
り
の
行
政
機
構
の
大
転
換
﹂
と
話
し

上
下
水
道
一
体
で

政
策
を
推
進
す
る
よ
う

職
員
に
呼
び
掛
け
た


　
国
交
省
は
こ
れ
ま
で
厚
労

省
が
担

て
い
た
水
道
行
政

の
う
ち

整
備
・
管
理
な
ど

大
半
を
担
当
す
る

水
質
基

準
の
策
定
は
環
境
省
が
受
け

持
ち

水
質
・
衛
生
に
関
わ

る
一
部
業
務
で
は
相
互
に
連

携
す
る

移
管
の
き

か
け

は
厚
労
省
の
感
染
症
対
策
機

能
の
強
化
に
伴
う
組
織
見
直

し
だ
が

イ
ン
フ
ラ
の
整
備

や
運
営

災
害
対
応
に
関
す

る
国
交
省
の
知
見
を
生
か

し

従
前
か
ら
所
管
し
て
い

た
下
水
道
行
政
と
の

連
携
に
よ
る
相
乗
効

果
を
発
揮
さ
せ
る


　
発
足
に
当
た

て

斉
藤
鉄
夫
国
交
相

は

上
水
道
と
下
水

道

工
業
用
水
の
所

管
行
政
が
１
９
５
７
年
に
分

割
さ
れ
た
こ
と
に
触
れ

今

回
の
移
管
を
﹁

年
ぶ
り
の

行
政
機
構
の
大
転
換
と
な

る
﹂
と
強
調

上
下
水
道
審

議
官
グ
ル

プ
の
職
員
ら
に

﹁
上
下
水
道
一
体
で
政
策
の

実
効

充
実
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
﹂
と
激
励
し
た


　
松
原
上
下
水
道
審
議
官
は

会
見
で

水
道
事
業
が
直
面

し
て
い
る
課
題
と
し
て

イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
と
人
口
減

少
に
伴
う
料
金
収
入
の
減
少

を
挙
げ
た

﹁
工
夫
し
な
い

と
水
道
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な

る
﹂
と
述
べ

水
道
・
下
水

道
の
経
営
を
効
率
化
す
る
必

要
性
を
強
調

上
下
水
道
の

整
備

管
理
は
国
直
轄
で
は

な
く
自
治
体
が
担
う
こ
と
か

ら

地
方
整
備
局
を
介
し
て

地
域
と
の
意
思
疎
通
を
一

層

密
に
し
た
い
考
え
だ


　
自
治
体
の
取
り
組
み
を
後

押
し
す
る
た
め

２
０
２
４

年
度
に
は
﹁
上
下
水
道
一
体

効
率
化
・
基
盤
強
化
推
進
事

業
﹂
が
新
設
さ
れ
た

上
下

水
道
の
一
体
的
な
整
備
に
よ

る
効
率
化
や

運
営
管
理
へ

の
官
民
連
携
の
導
入

新
技

術
活
用
と
い

た
施
策
へ
の

支
援
を
手
厚
く
す
る


　
能
登
半
島
地
震
へ
の
対
応

で
は

移
管
前
か
ら
上
下
水

道
一
体
で
復
旧
に
当
た
り


国
交
省
の
道
路
啓
開
や
資
機

材
調
達
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
た

松
原
審
議
官
は
能
登

半
島
地
震
へ
の
こ
れ
ま
で
の

対
応
を
振
り
返
り

﹁
上
下

水
道
一
体
と
な

た
災
害
支

援

災
害
復
旧
の
在
り
方
を

深
め
る
﹂
と
の
見
解
を
示
し

た


　
国
土
交
通
省
は

２
０
２

４
年
度
当
初
予
算
の
同
省
関

係
予
算
の
配
分
額
を
決
定
し

た

事
業
費
ベ

ス
で
前
年

度
比
０
・
４
％
減
の
７
兆
５

７
４
３
億
円
を
配
分
し

流

域
治
水
の
加
速

イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
対
策

防
衛
体
制

の
強
化
に
つ
な
が
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
推
進
す
る


年

度
補
正
予
算
と
合
わ
せ

切

れ
目
な
く
公
共
事
業
を
執
行

す
る


　
配
分
対
象
額
の
内
訳
は


直
轄
事
業
が
０
・
１
％
減
の

２
兆
５
４
５
５
億
円

補
助

事
業
が
０
・
５
％
減
の
５
兆

０
２
８
８
億
円
だ

た



年
度
当
初
の
段
階
で
は
配
分

し
な
い
保
留
額
は
４
４
４
億

円

ゼ
ロ
国
債
は
２
４
９
５

億
円
と
し
て
い
る


　
直
轄
事
業
の
地
方
整
備
局

別
の
配
分
額
︵
ゼ
ロ
国
債
除

く
︶
は

▽
北
海
道
開
発
局

２
８
６
６
億
円
︵
前
年
度
比

０
・
３
％
増
︶
▽
東
北
地
方

整
備
局
２
５
１
１
億
円
︵
１

・
２
％
増
︶
▽
関
東
地
方
整

備
局
４
１
９
３
億
円
︵
２
・

１
％
減
︶
▽
北
陸
地
方
整
備

局
１
６
５
３
億
円
︵
６
・
２

％
増
︶
▽
中
部
地
方
整
備
局

２
９
８
０
億
円
︵
０
・
２
％

減
︶
▽
近
畿
地
方
整
備
局
３

０
９
１
億
円︵
０
・
２
％
増
︶

▽
中
国
地
方
整
備
局
１
７
９

６
億
円
︵
３
・
１
％
減
︶
▽

四
国
地
方
整
備
局
１
３
７
６

億
円
︵
０
・
６
％
増
︶
▽
九

州
地
方
整
備
局
２
５
７
０
億

円
︵
４
・
３
％
減
︶
▽
沖
縄

総
合
事
務
局
５
５
８
億
円

︵
５
・
４
％
減
︶
だ

た


　
都
道
府
県
別
の
補
助
事
業

は

東
京
都
の
４
９
４
４
億

円
が
最
大
で

大
阪
府
の
２

６
６
２
億
円

北
海
道
の
２

５
４
８
億
円

愛
知
県
の
２

１
９
１
億
円

兵
庫
県
の
１

９
１
２
億
円
が
続
い
て
い

る


　
政
府
は

自
衛
隊
や
海
上

保
安
庁
が
訓
練
な
ど
に
利
用

で
き
る
﹁
特
定
利
用
空
港
・

港
湾
﹂
と
し
て
５
空
港

港

湾
を
位
置
付
け
た
﹁
戦
後
最

も
厳
し
い
安
全
保
障
環
境
﹂

に
対
応
す
る
た
め

民
間
の

空
港
・
港
湾
を
自
衛
隊
な
ど

の
訓
練
に
使
用
で
き
る
よ
う

に
す
る

訓
練
使
用
に
必
要

な
整
備
費
と
し
て

２
０
２

４
年
度
に
３
７
０
億
円
︵
対

象
施
設
分
３
３
１
億
円

空

港
維
持
管
理
費

億
円
︶
を

計
上
し
た


　
５
空
港

港
湾
の
詳
細

は
那
覇
空
港
宮
崎
空
港


長
崎
空
港

福
江
空
港

北

九
州
空
港

石
垣
港

博
多

港

宿
毛
湾
港

須
崎
港


高
知
港
高
松
港
室
蘭
港


苫
小
牧
港

釧
路
港

石
狩

湾
新
港

留
萌
港


　
空
港
で
は

ゲ

ト
ウ


イ
機
能
を
強
化
す
る
た
め
の

受
け
入
れ
環
境
整
備
や
防
災

・
減
災
対
策
の
推
進

滑
走

路
延
長

エ
プ
ロ
ン
整
備
な

ど
を
想
定

港
湾
で
は

岸

壁
や
航
路

防
波
堤
な
ど
の

港
湾
施
設

大
型
船
な
ど
の

受
け
入
れ
環
境
の
整
備

船

舶
の
航
行
安
全
と
災
害
時
の

港
湾
機
能
の
確
保
な
ど
を
行

う
原
則
空
港
・
港
湾
の
管

理
者
が
施
設
整
備
を
担
い


自
衛
隊
や
海
上
保
安
庁
専
用

施
設
は
新
設
し
な
い


　
ま
た

各
自
治
体
が
既
に

着
手
し
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
は

民
生
利
用
と
安
全
保

障
上
の
観
点
か
ら
必
要
性
と

重
要
性
を
考
慮
し
つ
つ

空

港
・
港
湾
の
利
便
性
の
確
保

や
機
能
強
化
に
積
極
的
に
取

り
組
む


　
政
府
は
南
西
地
域
の
地
方

自
治
体
担
当
者
を
中
心
に
事

業
内
容
な
ど
を
説
明

今
回

特
定
利
用
空
港
・
港
湾
に
位

置
付
け
た
５
空
港

港
湾
が

あ
る
道
県
の
他
鹿
児
島
県


熊
本
県

福
井
県
に
も
説
明

し
た

県
担
当
者
か
ら
の
反

対
の
声
は
な
か

た
も
の

の

各
県
の
事
情
に
よ
り
合

意
に
至
ら
な
か

た
と
い

う


　
国
土
交
通
省
は

ト
ラ


ク
ク
レ

ン
の
よ
う
な
大
型

の
特
殊
車
両
に
対
し

一
部

の
道
路
橋
で
設
け
て
い
る
通

行
時
間
帯
の
制
限
緩
和
を
試

行
す
る

現
行
で
は
午
後
９

時
か
ら
午
前
６
時
ま
で
と
し

て
い
る
通
行
時
間
帯
を

前

後
１
時
間
拡
大
す
る

建
設

・
物
流
業
界
の
人
手
不
足
が

深
刻
化
す
る
中

通
行
時
間

を
柔
軟
化
し

働
き
方
改
革

を
後
押
し
す
る
狙
い
が
あ

る


　
緩
和
を
試
行
す
る
の
は


﹁
重
量
Ｄ
条
件
﹂
を
付
さ
れ

て
い
る
道
路
橋

全
国
に
約

１
万
５
０
０
０
橋
梁
あ
り


交
通
安
全
や
混
雑
緩
和
の
観

点
か
ら
通
行
時
間
帯
を
制
限

し
て
い
る

こ
う
し
た
橋
梁

を
﹁
寸
法
Ｃ
条
件
﹂
︵
車
両

の
幅
が
３

超
︶
の
特
殊
車

両
が
通
行
す
る
と

時
間
帯

が
制
限
さ
れ
る


　
特
車
登
録
セ
ン
タ

に
登

録
し
た
車
両
は

追
加
の
手

続
き
な
く
緩
和
し
た
条
件
で

通
行
で
き
る
よ
う
に
な
る


未
登
録
車
両
は
通
行
許
可
を

申
請
す
る
際

別
途

指
定

様
式
の
書
類
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
る


　
ク
レ

ン
建
設
業
で
は


現
場
ま
で
の
車
両
の
回
送
に

時
間
を
要
す
る
こ
と
が
時
間

外
労
働
の
増
加
要
因
と
な


て
い
る


　
政
府
は

特
定
技
能
の
在

留
資
格
に
よ
り

建
設
分
野

で
２
０
２
８
年
度
ま
で
に
受

け
入
れ
る
外
国
人
の
見
込
み

数
を
最
大
で
８
万
人
と
す
る

方
針
を
決
め
た


年
度
か

ら
５
年
間
の
見
込
み
数
と
し

て
い
た
３
万
４
０
０
０
人
か

ら
２
倍
以
上
に
拡
大
し
た


　
新
た
な
受
け
入
れ
見
込
み

数
は

今
後
５
年
間
に
建
設

分
野
で
不
足
す
る
人
材
数
を

基
に
算
出
し
た

全
体
で


万
人
程
度
の
人
手
が
不
足
す

る
と
推
定
し
た
上
で

処
遇

改
善
に
よ
り
国
内
人
材
を
追

加
で
１
万
人
確
保
す
る
と
と

も
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
り


万
人
分
に
相
当
す
る
生
産

性
向
上
を
達
成
す
る
と
し


そ
れ
で
も
足
り
な
い
８
万
人

分
を
特
定
技
能
人
材
で
補
う

計
算
だ


　
政
府
は
建
設
分
野
の
受
け

入
れ
見
込
み
数
引
き
上
げ
と

と
も
に

新
た
な
受
け
入
れ

先
と
し
て
▽
自
動
車
運
送
業

▽
鉄
道
▽
林
業
▽
木
材
産
業


の
４
分
野
を
追
加

建
設

分
野
を
含
め
た
特
定
技
能
外

国
人
全
体
の
受
け
入
れ
見
込

み
数
は
５
年
間
で

万
人
と

し


年
度
か
ら
５
年
間
で

見
込
ん
で
い
た

万
５
０
０

０
人
の
２
・
４
倍
と
し
た


新
た
な
産
業
分
野
の
追
加
に

よ
り

今
後
は
産
業
間
で
外

国
人
材
の
獲
得
競
争
が
激
化

し
そ
う
だ


　
特
定
技
能
の
在
留
資
格
を

取
得
し
た
外
国
人
の
９
割
以

上
は

技
能
実
習
か
ら
の
移

行
と
な

て
い
る

政
府
は

今
国
会
に

技
能
実
習
を
在

留
資
格
﹁
育
成
就
労
﹂
に
見

直
し

特
定
技
能
の
入
り
口

と
し
て
明
確
に
位
置
付
け
る

法
案
を
提
出
し
た

育
成
就

労
制
度
の
下
で

適
正
な
受

け
入
れ
・
育
成
環
境
を
整
備

し

安
定
的
な
人
材
確
保
に

つ
な
げ
る





年
度
か
ら
新
規
６
工
種

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
技
術
基
準
改
定

国交省Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
メ
リ

ト
発
信
を

目
標
未
達
で
日
空
衛
が
指
摘

建
設
業
は
大
き
く
悪
化

２
月
の
小
企
業
動
向

５
面
へ
つ
づ
く

　

★
国
土
交
通
省
中
国
地
　

　

方
整
備
局

　
　

　

★
本
州
四
国
連
絡
高
速
　

　

坂
出
管
理
セ
ン
タ

　
　

　

★
岡
山
市
契
約
課

　
　

　

★
岡
山
市
庭
園
都
市
推
　

　

進
課

　
　

　

★
倉
敷
市
企
画
財
政
局
　

　

企
画
財
政
部

　
　

　

★
倉
敷
市
建
築
指
導
課
　

　

★
津
山
市
契
約
監
理
室
　

　

★
県
備
中
県
民
局
建
設
　

　

★
里
庄
町

　
　

　
日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協

会
︵
日
空
衛
︶
は

建
設
キ


リ
ア
ア

プ
シ
ス
テ
ム

︵
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
︶
に
関
す
る
ア

ン
ケ

ト
調
査
結
果
を
ま
と

め
た

２
０
２
３
年
度
の
目

標
と
し
て

企
業
会
員
の
事

業
者
登
録
率

協
力
会
社
の

事
業
者
・
技
能
者
登
録
率


カ

ド
リ

ダ

の
設
置
率

な
ど
複
数
の
項
目
で
目
標
を

立
て
て
い
た
が

い
ず
れ
も

目
指
す
割
合
に
は
届
か
な
か


た

藤
澤
一
郎
会
長
は


改
め
て
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
メ
リ


ト
を
発
信
す
る
必
要
性
を
指

摘
し
た


　
企
業
会
員
の
事
業
者
登
録

は
３
社
が
未
登
録
の
た
め


目
標
の
全
企
業
会
員
登
録
に

届
か
な
か

た

協
力
会
社

の
事
業
者
登
録
数
は

３
万

６
１
８
１
社
の
う
ち
登
録
済

み
が

％

協
力
会
社
の
技

能
者
登
録
数
は


万
６
７

０
５
人
の
う
ち
登
録
済
み
が


％
で

い
ず
れ
も
目
標
の


％
以
上
に
届
か
な
か


た

カ

ド
リ

ダ

な
ど

の
設
置
状
況
は

前
年
度
よ

り
増
加
し
て
い
る
も
の
の


目
標
の

％
以
上
︵
元
請
け

現
場
︶
は
達
成
で
き
な
か


た


　
カ

ド
リ

ダ

な
ど
の

設
置
状
況
に
つ
い
て
は

小

規
模
な
現
場
ほ
ど
設
置
が

遅
れ
て
い
る
傾
向
が
あ


た


　
藤
澤
会
長
は
﹁
登
録
者
数

の
増
加
だ
け
で
は
な
く

カ


ド
リ

ダ

の
タ

チ
数

を
増
や
す
こ
と
が
大
切
に
な

る

改
め
て
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
メ

リ

ト
を
発
信
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
﹂
と
述
べ
た


　
ま
た

働
き
方
改
革
に
つ

い
て
も
触
れ
﹁
事
業
計
画
を

数
年
前
に
立
て
た
現
場
で
は

４
月
以
降
の
新
制
度
に
基
づ

く
施
工
計
画
が
で
き
て
い
な

い

４
週
８
閉
所
な
ど
の
導

入
を
正
確
に
確
認
で
き
る
の

は
秋
以
降
に
な
る
の
で
は
な

い
か
﹂
と
述
べ
た


　
日
本
政
策
金
融
公
庫
総
合

研
究
所
の
全
国
小
企
業
月
次

動
向
調
査
に
よ
る
と

従
業

員

人
未
満
の
建
設
業
の
２

月
実
績
の
売
上
︵
受
注
額
︶

Ｄ
Ｉ
︵
前
年
同
月
と
比
べ

﹁
増
加
﹂
し
た
企
業
の
割
合

か
ら

﹁
減
少
﹂
し
た
企
業

の
割
合
を
引
い
た
指
数
︶
は

マ
イ
ナ
ス

・
１
で

１
月

と
比
べ
８
・
６
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
た

３
月
は
マ
イ
ナ
ス


・
４
に
悪
化
す
る
見
通
し


　
建
設
業
の
他

製
造
業

︵
従
業
員

人
未
満
︶

卸

売
業︵
同

人
未
満
︶な
ど


同
公
庫
の
全
国
の
取
引
先
１

５
０
０
社
に
３
月
１
日
か
ら

８
日
に
か
け
て
調
査
し
た


回
答
率
は

・
１
％
だ

た


　
全
業
種
の
２
月
実
績
の
売

上
Ｄ
Ｉ
は
プ
ラ
ス
９
・
０
で


１
月
と
比
べ
２
・
４
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
た

３
月
は
プ
ラ

ス
０
・
９
で

８
・
１
ポ
イ

ン
ト
低
下
す
る
見
通
し


　
業
種
別
に
見
る
と

製
造

業
の
２
月
実
績
の
売
上
Ｄ
Ｉ

は
マ
イ
ナ
ス

・
５

１
月

と
比
べ
マ
イ
ナ
ス
幅
が
３
・

２
ポ
イ
ン
ト
開
い
た

３
月

は
マ
イ
ナ
ス

・
３
に
悪
化

す
る
見
通
し


　
一
方

建
設
業
を
含
む
非

製
造
業
の
２
月
実
績
の
売
上

Ｄ
Ｉ
は
プ
ラ
ス

・
９
で


１
月
と
比
べ
６
・
０
ポ
イ
ン

ト
改
善
し
た


　
国
土
交
通
省
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ

施
工
の
技
術
基
準
類
を
改
定

し

２
０
２
４
年
度
か
ら
新

た
に
６
工
種
で
適
用
を
開
始

す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
構
造
物
工

︵
基
礎
工
︶
を
拡
大
し
て
既

製
杭
工
︵
鋼
管
ソ
イ
ル
セ
メ

ン
ト
杭
︶
に
適
用
す
る
他


小
規
模
工
事
で
は
付
帯
道
路

施
設
工

電
線
共
同
溝
工
の

本
格
運
用
を
開
始

民
間
か

ら
の
要
望
を
踏
ま
え

コ
ン

ク
リ

ト
堰
堤
工

落
石
雪

害
防
止
工

地
盤
改
良
工
の

う
ち
バ

チ
カ
ル
ド
レ

ン

工
に
も
工
種
を
拡
大
す
る


３
月
に
開
い
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

協
議
会
で
報
告
し
た


　
構
造
物
工
︵
基
礎
工
︶
に

適
用
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の

種
別
を
拡
大
し

鋼
管
ソ
イ

ル
セ
メ
ン
ト
杭
工
に
適
用
す

る

３
次
元
計
測
技
術
を
活

用
し

杭
芯
位
置
の
出
来
形

計
測
の
作
業
時
間
を
短
縮
す

る

出
来
形
デ

タ
を
活
用

し
て
維
持
管
理
も
効
率
化
す

る


年
度
は
施
工
履
歴
デ


タ
を
活
用
し
た
出
来
形
管

理
手
法
を
検
討
し
て
お
り



年
度
か
ら
本
格
運
用
す
る

形
だ


　
中
小
建
設
業
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施

工
を
活
用
で
き
る
よ
う

小

規
模
工
事
で
の
適
用
も
拡
大

す
る

付
帯
道
路
施
設
工
で

は

こ
れ
ま
で
に
モ
バ
イ
ル

端
末
や
Ｔ
Ｓ
︵
ノ
ン
プ
リ
ズ

ム
方
式
︶
を
活
用
し
た
出
来

形
計
測
・
管
理
の
要
領
化
を

検
討
し
て
お
り

今
回

本

格
運
用
す
る


　
同
様
に

電
線
共
同
溝
工

で
は

モ
バ
イ
ル
端
末
や
Ｔ

Ｓ
光
波
方
式

Ｔ
Ｓ
︵
ノ
ン

プ
リ
ズ
ム
方
式
︶

Ｒ
Ｔ
Ｋ

│
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
を
用
い
た
出
来

形
計
測
・
管
理
を
行
う


　
民
間
要
望
を
踏
ま
え

産

学
官
連
携
に
よ
る
基
準
類
作

成
も
進
め
て
い
る

今
回
は

新
た
に

コ
ン
ク
リ

ト
堰

堤
工
に
適
用
工
種
を
拡
大
す

る

出
来
形
管
理
に
Ｕ
Ａ
Ｖ

写
真
・
Ｔ
Ｌ
Ｓ
を
使
用
で
き

る
よ
う
に
す
る

高
所
で
の

出
来
形
計
測
を
３
次
元
計
測

で
代
替
し

安
全
性
を
向
上

さ
せ
る


　
同
じ
く
民
間
要
望
を
受

け

落
石
雪
害
防
止
工
を
追

加

３
次
元
計
測
技
術
を
用

い
た
出
来
形
計
測
・
管
理
を

行
え
る
よ
う
に
す
る


　
バ

チ
カ
ル
ド
レ

ン
工

も
新
設
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
地
盤

改
良
機
が
施
工
中
に
記
録
す

る
施
工
履
歴
デ

タ
を
用
い

て

位
置
・
間
隔
や
根
入
れ

長
さ
の
出
来
形
管
理

精
度

管
理
を
行
う


　
こ
の
他

民
間
提
案
を
受

け
て
８
件
で
基
準
類
を
改

定

４
件
は
他
の
基
準
類
で

対
応
す
る
こ
と
と
し
た

技

術
が
開
発
段
階
の
た
め
さ
ら

な
る
試
行
を
要
す
る
も
の


基
準
化
の
対
象
外
だ
が
引
き

続
き
開
発
動
向
を
注
視
す
る

も
の
も
そ
れ
ぞ
れ
３
件
あ


た


（
入
札
公
告
の
工
事
概
要
は
電
子
版
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

（４）第三種郵便物認可 年（令和６年）４月５日＜金曜日＞
︻
４
月

日
参
加
表
明
書
提

出
締
切

簡
易
公
募
型
プ
ロ

ポ

ザ
ル
・
電
子
入
札
︼

▽
令
和
６
年
度
大
規
模
災
害

活
動
計
画
検
討
業
務

❶
土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
︵
単
体

設
計

Ｊ
Ｖ
︶
②
令
和
７
年
２
月


日

︻
４
月

日
申
請
書
提
出
締

切

７
月

日
開
札

一
般

競
争
・
総
合
評
価
・
電
子
入

札
︼

▽
岸
ノ
上
高
架
橋
他
４
橋
耐

震
補
強
工
事
︵
倉
敷
市
福

江
︵
Ｋ
Ｐ
８
・

︶

倉

敷
市
児
島
柳
田
町
︵
Ｋ
Ｐ


・

︶
︶

❶
保
全
土
木

﹁
橋
梁
補

修
﹂
の
登
録
②
８
３
０
日

③
総
合
評
価
︵
施
工
能
力

評
価
型
︶

︻
４
月

日
申
込
締
切

４

月

日
開
札

一
般
競
争
・

電
子
入
札
︼

▽
灘
崎
学
校
給
食
セ
ン
タ


照
明
設
備
改
修
工
事
︵
南

区
片
岡
８
０
５
番
地
︶

❶
第
１
が
電
気
︵
南
区
で

Ｂ
又
は
Ｃ
︶
②
令
和
６
年

９
月

日

▽
岡
山
市
立
高
島
小
学
校
給

食
棟
給
水
設
備
改
修
工
事

︵
中
区
国
府
市
場
１
３
１

番
地
︶

❶
第
１
が
管
︵
中
区
又
は

東
区
で
Ｂ

中
区
で
Ｃ
︶

②
令
和
６
年

月

日

▽
岡
山
市
立
香
和
中
学
校
給

食
棟
給
水
設
備
改
修
工
事

︵
北
区
吉
宗
５
９
０
番

地
︶

❶
第
１
が
管
︵
北
区
で
Ａ

又
は
Ｂ

北
区
Ⅱ
エ
リ
ア

で
Ｃ
︶
②
令
和
６
年

月


日

▽
岡
山
市
立
大
元
小
学
校
体

育
館
床
改
修
工
事
︵
北
区

大
元
上
町
９
番

号
︶

❶
第
１
が
建
築
︵
北
区
で

Ａ
又
は
Ｂ

北
区
Ⅰ
エ
リ

ア
で
Ｃ
︶
又
は

第
１
が

土
木
で
第
２
又
は
第
３
が

建
築
︵
桑
田
中
学
校
区
で

Ａ

Ｂ
又
は
Ｃ
︶
②
令
和

６
年

月

日

▽
岡
山
市
立
三
門
小
学
校
給

食
棟
給
水
設
備
改
修
工
事

︵
北
区
下
伊
福
西
町
５
番


号
︶

❶
第
１
が
管
︵
北
区
で
Ａ

又
は
Ｂ

北
区
Ⅰ
エ
リ
ア

で
Ｃ
︶
②
令
和
６
年

月


日

▽
岡
山
市
立
古
都
小
学
校
給

食
用
リ
フ
ト
改
修
工
事

︵
東
区
古
都
宿
４
５
３
番

地
１
︶

❶
第
１

第
２
又
は
第
３

機
械
器
具
設
置
︵
市
内
全

域
で
特
Ａ

Ａ

Ｂ
又
は

Ｃ
︶
②
令
和
６
年
９
月


日
▽
岡
山
市
立
横
井
小
学
校
給

食
棟
給
水
設
備
改
修
工
事

︵
北
区
横
井
上
１
７
８
番

地
︶

❶
第
１
が
管︵
北
区
で
Ｂ


北
区
Ⅱ
エ
リ
ア
で
Ｃ
︶
②

令
和
６
年

月

日

︻
４
月

日
申
込
締
切

４

月

日
開
札

一
般
競
争
︼

▽
岡
山
市
公
園
等
照
明
施
設

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
者
選
定
支

援
等
業
務
委
託
︵
市
内
全

域
︶

❶
研
究
・
調
査
・
計
画
②

令
和
７
年
３
月

日
③
提

出
は
岡
山
大
供
郵
便
局
に

指
定
封
筒
に
て
郵
送
必
着

︻
４
月

日
参
加
表
明
書
等

提
出
期
限

公
募
型
プ
ロ
ポ


ザ
ル
︼

▽
倉
敷
市
水
島
地
区
公
共
施

設
再
編
整
備
基
本
計
画
策

定
等
支
援
業
務
︵
西
中
新

田
６
４
０
番
地
ほ
か
︶

❶
実
績
条
件
あ
り
②
令
和

８
年
３
月

日
③
５
月


日
企
画
提
案
書
提
出
期

限

５
月
下
旬
結
果
通
知

予
定

提
案
上
限
額
４
８

３
０
万
円
︵
税
込
︶

担

当
は
企
画
財
政
局
企
画
財

政
部

︻
４
月

日
参
加
表
明
書
提

出
締
切

公
募
型
プ
ロ
ポ


ザ
ル
︼

▽
高
梁
川
流
域
空
き
家
対
策

業
務
委
託

❶
法
人
格
を
有
す
る
団

体

実
績
要
件
あ
り
②
令

和
７
年
３
月

日
③
４
月


日

５
月
９
日
企
画
提

案
書
類
受
付
期
間

５
月


日
結
果
通
知
予
定

見

積
限
度
額
２
５
８
万
円


担
当
は
建
築
指
導
課

︻
４
月

日
申
込
締
切

４

月

日
開
札

一
般
競
争
・

電
子
入
札
︼

▽
国
際
ホ
テ
ル
跡
地
広
場
整

備
工
事
︵
山
下
地
内
︶

❶
土
木
Ｂ
以
上

市
内
業

者

地
域
要
件
Ｂ

Ｅ
ブ

ロ

ク
②
令
和
６
年
９
月


日


４
２
８
１
万

▽
国
際
ホ
テ
ル
跡
地
塀
改
修

工
事
︵
山
下
地
内
︶

❶
建
築
Ｃ
以
上

市
内
業

者

地
域
要
件
Ａ

Ｂ


Ｃ

Ｉ
ブ
ロ

ク
②
令
和

６
年
９
月
６
日


２
６
１
４
万

▽
史
跡
津
山
城
跡
備
中
櫓
漆

喰
壁
修
理
工
事
︵
山
下
地

内
︶

❶
建
築

経
審
総
合
評
定

値
７
１
０
点
以
上
で
県
内

に
本
店

支
店
等

ま
た

は
市
内
登
録
業
者
で
Ｃ
以

上
②
令
和
６
年
９
月

日


１
７
７
１
万

︻
４
月

日
申
込
締
切

４

月

日
開
札

一
般
競
争
・

総
合
評
価
・
電
子
入
札
︼

▽
阿
波
保
健
福
祉
セ
ン
タ


改
修
機
械
設
備
工
事
︵
阿

波
地
内
︶

❶
管︵
単
体
２
者
Ｊ
Ｖ
︶

単
体
は
経
審
総
合
評
定
値

１
２
０
０
点
以
上
で
県
内

に
本
店
支
店
等
ま
た
は

市
内
登
録
業
者
で
特
Ａ


Ｊ
Ｖ
第
１
構
成
員
は
経
審

総
合
評
定
値
１
２
０
０
点

以
上
で
県
内
に
本
店

支

店
等

ま
た
は
市
内
登
録

業
者
で
特
Ａ

Ａ

Ｊ
Ｖ

第
２
構
成
員
は
Ａ

Ｂ
で

市
内
業
者
②
令
和
７
年
３

月

日
③
総
合
評
価
︵
特

別
簡
易
型
︶


１
億
４
６
４
０
万

▽
北
陵
中
学
校
屋
内
運
動
場

長
寿
命
化
改
修
建
築
工
事

︵
大
田
地
内
︶

❶
建
築
Ａ
以
上

市
内
業

者
②
令
和
７
年
３
月

日

③
総
合
評
価
︵
特
別
簡
易

型
︶


２
億
７
２
６
０
万

︻
４
月

日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・


│
３
│
１
公
共
道
路
工

事
︵
二
万
橋
橋
面
防
水
工

そ
の
１
︶
／
県
道
大
曲
船

穂
線
︵
倉
敷
市
真
備
町
下

二
万
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・


│
３
│
２
公
共
道
路
工

事
︵
二
万
橋
橋
面
防
水
工

そ
の
２
︶
／
県
道
大
曲
船

穂
線
︵
倉
敷
市
真
備
町
下

二
万
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の

／
国
道

４
２
９
号
︵
倉
敷
市
浜
町

２
丁
目
か
ら
西
坂
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
現
場
監
理
︶
／
国
道
４

２
９
号
︵
倉
敷
市
阿
知
ほ

か
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の

／
県
道

倉
敷
西
環
状
線
︵
倉
敷
市

︻
４
月

日
参
加
申
込
書
提

出
締
切

公
募
型
プ
ロ
ポ


ザ
ル
︼

▽
第
４
次
里
庄
町
振
興
計
画

︵
後
期
基
本
計
画
・
総
合

戦
略
︶
策
定
支
援
業
務
委

託❶
入
札
参
加
有
資
格
者


実
績
要
件
あ
り
②
令
和
７

年
３
月

日
③
契
約
限
度

額
７
６
８
万
円

企
画
提

案
書
締
切
４
月

日

審

査
結
果
は
５
月
中
旬
通
知

予
定

担
当
は
企
画
商
工

課



４
面
か
ら
つ
づ
く

６
面
へ
つ
づ
く

　

★
県
備
中
県
民
局
建
設
　

　

井
笠

　
　

　

★
県
備
中
県
民
局
建
設
　

　

新
見

　
　

　

★
総
社
市
上
水
道
課
　
　

　

★
井
原
市

　
　

　

★
美
作
市

　
　

　

●
国
土
交
通
省
中
国
地
　

　

方
整
備
局

　
　

　

●
国
土
交
通
省
岡
山
国
　

　

道

　
　

（５） 第三種郵便物認可年（令和６年）４月５日＜金曜日＞

連
島
町
西
之
浦
か
ら
水
島

明
神
町
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の

／
県
道

倉
敷
西
環
状
線
︵
倉
敷
市

水
島
青
葉
町
か
ら
広
江
２

丁
目
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の

／
県
道

水
島
港
唐
船
線
︵
倉
敷
市

連
島
町
鶴
新
田
か
ら
亀
島

１
丁
目
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の
７
／
県
道

福
田
老
松
線
︵
倉
敷
市
福

田
町
古
新
田
か
ら
東
富

井
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の
８
／
国
道

４
３
０
号
︵
倉
敷
市
水
島

川
崎
通
１
丁
目
か
ら
東
塚

７
丁
目
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の
１
／
県
道

水
島
港
唐
船
線
︵
倉
敷
市

玉
島
乙
島
か
ら
玉
島
勇

崎
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の
２
／
県
道

倉
敷
笠
岡
線
︵
倉
敷
市
玉

島
長
尾
か
ら
玉
島
八
島
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の
３
／
国
道

４
８
６
号
︵
総
社
市
真
壁

か
ら
倉
敷
市
真
備
町
尾

崎
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の
６
／
県
道

倉
敷
笠
岡
線
︵
倉
敷
市
安

江
か
ら
西
阿
知
町
西
原
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の

／
県
道

水
島
港
線
︵
倉
敷
市
中
島

か
ら
水
島
明
神
町
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の

／
県
道

倉
敷
美
袋
線
︵
倉
敷
市
玉

島
爪
崎
か
ら
玉
島
長
尾
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の
４
／
県
道

早
島
松
島
線
︵
早
島
町
早

島
か
ら
倉
敷
市
中
庄
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の
５
／
国
道

４
２
９
号
︵
倉
敷
市
中
島

か
ら
昭
和
２
丁
目
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の
９
／
県
道

玉
野
福
田
線
︵
倉
敷
市
曽

原
か
ら
広
江
１
丁
目
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の

／
国
道

４
３
０
号
︵
倉
敷
市
児
島

通
生
か
ら
児
島
赤
崎
１
丁

目
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の

／
国
道

４
３
０
号
︵
倉
敷
市
児
島

元
浜
町
か
ら
児
島
駅
前
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の

／
国
道

４
３
０
号
︵
倉
敷
市
児
島

駅
前
か
ら
児
島
唐
琴
町
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の

／
国
道

４
３
０
号
︵
倉
敷
市
児
島

阿
津
１
丁
目
か
ら
児
島
元

浜
町
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の

／
県
道

岡
山
児
島
線
︵
倉
敷
市
林

か
ら
曽
原
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の

／
県
道

岡
山
児
島
線
︵
倉
敷
市
曽

原
か
ら
福
江
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の

／
県
道

岡
山
児
島
線
︵
倉
敷
市
児

島
稗
田
町
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
４
１
│

│

単
県
道

路
維
持
作
業
委
託
︵
街
路

樹
管
理
︶
そ
の

／
国
道

４
３
０
号
︵
倉
敷
市
広
江

１
丁
目
か
ら
児
島
塩
生
︶

︻
４
月

日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

６
│
１
│
単
県
港
湾
工
事

︵
放
置
艇
所
有
者
調
査
等

補
助
そ
の
１
︶
／
地
方
港

湾
笠
岡
港
︵
笠
岡
市
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

６
│
３
│
１
単
県
港
湾
工

事
︵
放
置
艇
所
有
者
調
査

等
補
助
そ
の
２
︶
／
地
方

港
湾
笠
岡
港
︵
笠
岡
市
︶

︻
４
月

日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

５
０
２
│
１
│
２
公
共
道

路
工
事
︵
阿
福
ト
ン
ネ
ル

空
洞
充
填
工
︶
／
国
道
１

８
０
号
︵
新
見
市
菅
生
︶

︻
４
月

日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

東
部
水
源
系
配
水
系
統
切

替
業
務
︵
給
水
区
域
︶

︻
４
月

日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
０
７
│
Ｒ

│
１
０
０

４
舗
装
修
繕
工
事
／
二
種

市
道
作
半
瓜
ケ
坪
線
︵
木

之
子
町
瓜
ケ
坪
地
内
︶


１
５
４
万

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
０
７
│
Ｒ

│
１
０
１

０
緊
急
自
然
災
害
防
止
対

策
事
業
舗
装
修
繕
工
事
／

市
道
簗
瀬
上
野
線
︵
芳
井

町
簗
瀬
地
内
︶


２
３
１
万

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
０
７
│
Ｒ

│
１
０
１

３
道
路
修
繕
工
事
／
市
道

馬
越
橋
山
手
線
︵
木
之
子

町
西
郷
地
内
︶


２
２
６
万

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
０
７
│
Ｒ

│
１
０
１

９
舗
装
修
繕
工
事
／
二
種

市
道
飯
名
外
川
原
線
︵
芳

井
町
梶
江
地
内
︶


１
３
３
万

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
０
７
│
Ｒ

│
１
０
２

６
道
路
修
繕
工
事
／
市
道

寺
ノ
前
線
︵
美
星
町
大
倉

地
内
︶


１
６
４
万

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
０
７
│
Ｒ

│
１
０
２

８
交
通
安
全
施
設
整
備
工

事
︵
２
種
︶
／
市
道
志
村

百
町
線
︵
美
星
町
星
田
地

内
外
︶


２
４
４
万

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
０
７
│
Ｒ

│
１
０
３

４
緊
急
自
然
災
害
防
止
対

策
事
業
用
地
測
量
・
保
安

林
解
除
申
請
書
作
成
業
務

委
託
／
市
道
星
田
三
沢
２

号
線︵
美
星
町
黒
忠
地
内
︶

︻
４
月

日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

２
０
７
│
Ｒ

│
１
０
０

１
井
原
市
庁
舎
自
家
発
電

設
備
更
新
工
事
／
井
原
市

庁
舎
︵
井
原
町
地
内
︶


８
９
６
４
万

︻
４
月

日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

勝
田
処
理
区
大
町
地
内
汚

水
管
埋
設
工
事
そ
の
１

︵
大
町
地
内
︶


１
８
２
万

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

勝
田
ひ
ま
わ
り
園
門
扉
改

修
工
事
︵
電
気
錠
化
︶

︵
真
加
部
地
内
︶


１
６
４
万

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

勝
田
中
学
校
柔
道
場
屋
根

改
修
工
事
︵
屋
根
塗
装
︶

︵
真
加
部
地
内
︶


２
８
７
万

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

東
町
地
区
配
水
管
整
備
工

事
︵
２
工
区
︶
︵
西
町
地

内
︶


９
１
０
万

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

東
町
地
区
配
水
施
設
電
気

設
備
工
事
︵
西
町
地
内
︶


１
７
８
７
万

︵
２
月

日
︶

▽
令
和
６
年
度
中
国
管
内
高

規
格
道
路
情
報
管
理
支
援

業
務

４
億
３
６
８
０
万

シ

ケ

・
テ

ク


４
億
３
６
８
４
万
　


３
億
４
９
４
７
万

︵
２
月
２
日
︶

▽
令
和
６
年
度
岡
山
国
道
電

気
通
信
工
事
監
督
支
援
業

務４
１
０
０
万

明
日
香
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト


４
３
２
１
万
　

３
４

５
６
万

▽
令
和
６
年
度
岡
山
環
状
南

道
路
外
工
事
監
督
支
援
業

務１
億
０
８
５
０
万

シ

エ
ム
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
・
オ

シ

テ


ク
Ｊ
Ｖ


１
億
２
７
３
０
万
　


１
億
０
１
８
４
万

▽
令
和
６
年
度
笠
岡
バ
イ
パ

ス
外
工
事
監
督
支
援
業
務

１
億
５
０
２
９
万

テ


ネ

ト
ジ

パ
ン


１
億
８
７
８
７
万
　


１
億
５
０
２
９
万

▽
令
和
６
年
度
岡
山
国
道
道

路
情
報
管
理
業
務

１
億
３
４
２
０
万ウ

エ
ス
コ


１
億
３
７
５
０
万
　


１
億
１
０
０
０
万

︵
２
月
８
日
︶

▽
令
和
６
年
度
玉
島
笠
岡
道

路
外
積
算
技
術
業
務

１
億
３
０
５
０
万

シ

エ
ム
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
・
テ


ネ

ト

ジ

パ
ン
Ｊ
Ｖ


１
億
３
３
７
２
万
　


１
億
０
６
３
４
万

▽
令
和
６
年
度
笠
岡
バ
イ
パ

ス
外
積
算
技
術
業
務

１
億
７
１
５
０
万

シ

エ
ム
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
・
テ


ネ

ト

ジ

パ
ン
Ｊ
Ｖ


１
億
７
３
５
４
万
　


１
億
３
８
０
１
万

▽
令
和
６
年
度
岡
山
国
道
電

気
通
信
積
算
技
術
業
務

３
４
８
０
万

明
日
香
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト


３
６
７
５
万
　

２
９

２
３
万

︵
２
月
９
日
︶

▽
令
和
６
年
度
玉
島
笠
岡
道

路
工
事
監
督
支
援
業
務

１
億
５
５
０
０
万

テ


ネ

ト
ジ

パ
ン


１
億
６
７
９
２
万
　


１
億
３
４
３
３
万

▽
令
和
６
年
度
岡
山
国
道
交

通
対
策
課
外
積
算
技
術
業

務６
５
５
０
万

シ

エ
ム
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
・
ア

ス
開
発
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
Ｊ
Ｖ


６
６
２
８
万
　

５
２

７
１
万

▽
令
和
６
年
度
岡
山
国
道
外

技
術
審
査
業
務

３
４
５
０
万

シ

エ
ム
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ


３
５
１
９
万
　

２
８

１
５
万

︵
３
月
７
日
︶

▽
令
和
５
年
度
津
山
保
守
工

事
︵
︵
国
道

号
︶
岡
山

市
北
区
御
津
中
山
地
内


奈
義
町
馬
桑
地
内

︵
国

道

号
津
山
バ
イ
パ
ス
︶

津
山
市
皿
地
内

二
宮
地

内
︶

３
億
７
２
５
０
万

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ


４
億
０
６
１
４
万
　


３
億
６
８
５
０
万

▽
令
和
５
年
度
玉
島
南
部
保

守
工
事
︵
︵
国
道
２
号
︶

岡
山
市
南
区
大
福
地
内


笠
岡
市
用
之
江
地
内


︵
国
道
２
号
玉
島
笠
岡
道

路
︶
倉
敷
市
玉
島
阿
賀
崎

地
内

浅
口
市
金
光
町
佐

方
地
内

︵
国
道
２
号
笠

岡
バ
イ
パ
ス
︶
笠
岡
市
西

大
島
新
田
地
内

入
江
地

内

笠
岡
市
カ
ブ
ト
南
町

地
内

茂
平
地
内

︵
国



５
面
か
ら
つ
づ
く

　建通新聞社　

全自治体の年度
主要予算を順次掲載！

岡山「入札速報」サービス

＝登録お急ぎください（無料）＝

　

●
国
土
交
通
省
岡
山
河
　

　

川

　
　

　

●
県
備
前
県
民
局
建
設
　

　

●
県
備
前
県
民
局
建
設
　

　

東
備

　
　

　

●
県
備
前
県
民
局
宇
野
　

　

港
管
理
事
務
所

　
　

　

●
県
備
前
県
民
局
岡
山
　

　

港
管
理
事
務
所

　
　

　

●
美
咲
町

　
　

　建通新聞社では、「建通新聞岡山」をご購読の皆さ
まに、最新の入札情報を１日２回（朝刊・夕刊）、無
料でＷｅｂ公開する「入札速報」サービスを提供して
おり、多くの利用者からご好評をいただいております。
　同サービスの新企画（期間限定）として、岡山県を
はじめ県内全市町村の「年度主要事業予算」を３
月日から毎号、夕刊にて掲載しています。パソコン
やスマートフォンからビューアー形式で最新の入札情
報を確認することに加え、各自治体が年度に予定し
ている主要事業や予算額が把握できます。
　無料で利用できますが「ＩＤ」「パスワード」の登録が
必要になります。登録がまだお済みでない読者の方は、
是非ともこの機会に下記よりお申し込みください。

■お問い合わせ先
電話（）（四国支社管理部）
■申込用ＵＲＬ
https://forms.gle/rTDVTygQd1o
t8nPj8
※２次元バーコードからも申し込め
ます→

高
梁
市
　
　
　
　
︵
１
日
︶

︻
部
長
級
︼

　
総
務
部
長
︵
健
康
福
祉
部

長
兼
社
会
福
祉
事
務
所
長
︶

赤
木
憲
章
▽
産
業
経
済
部
長

︵
土
木
部
長
︶
妹
尾
英
利
▽

土
木
部
長
︵
土
木
部
次
長
兼

建
設
課
長
︶
藤
井
正
宣

︻
部
次
長
級
︼

　
土
木
部
次
長
兼
建
設
課
長

︵
秘
書
企
画
課
長
兼
大
学
連

携
室
長
︶
川
上
秀
吉

︻
課
長
級
︼

　
土
木
部
上
下
水
道
課
長
水

道
技
術
管
理
者
︵
土
木
部
西

部
土
木
事
務
所
長
︶
黒
川
昌

光
▽
土
木
部
西
部
土
木
事
務

所
長
︵
産
業
経
済
部
農
林
課

長
代
理
林
業
振
興
・
有
害
鳥

獣
担
当
︶
小
林
義
典
▽
土
木

部
西
部
土
木
事
務
所
長
代
理

︵
土
木
部
建
築
営
繕
室
長
代

理
︶
大
福
佳
治
▽
土
木
部
都

市
整
備
課
長
代
理
兼
建
築
営

繕
室
参
事
︵
岡
山
県
か
ら
派

遣
︶
下
山
耕
輔

新
見
市
　
　
　
　
︵
１
日
︶

︻
部
長
級
︼

　
総
務
部
長
・
地
域
防
災
監

︵
産
業
部
長
・
企
業
誘
致
推

進
監
・
雇
用
対
策
調
整
監
︶

田
辺
仁
志
▽
産
業
部
長
・
企

業
誘
致
推
進
監
・
雇
用
対
策

調
整
監
︵
建
設
部
長
︶
石
倉

洋
祐
▽
建
設
部
長
︵
神
郷
支

局
長
︶
伊
藤
信
明
▽
建
設
部

特
別
参
与
︵
国
土
交
通
省
中

国
地
方
整
備
局
︶
山
本
活
稔

▽
教
育
部
長︵
教
育
部
次
長
︶

谷
本
隆
之

︻
次
長
級
︼

　
総
務
部
次
長
︵
総
務
部
参

与
・
総
合
政
策
課
長
︶
岩
井

等
司
▽
総
務
部
参
与
︵
議
会

事
務
局
次
長
︶
都
田
京
史
▽

教
育
部
次
長︵
建
設
部
参
与
︶

吉
岡
昭
彦

︻
課
長
級
︼

　
総
務
課
参
事
兼
危
機
管
理

室
長
︵
農
業
畜
産
振
興
課
参

事
︶
谷
岡
利
典
▽
総
合
政
策

課
長
兼
大
学
連
携
推
進
室
長

︵
市
民
課
長
︶
泉
浩
二
▽
建

設
課
長
︵
都
市
整
備
課
長
︶

西
山
優
深
▽
建
設
課
参
事

︵
建
設
課
長
補
佐
︶
太
田
俊

之
▽
都
市
整
備
課
長
︵
都
市

整
備
課
参
事
︶
小
谷
崇
▽
下

水
道
課
長
︵
総
務
課
参
事
︶

東
正
虎
▽
水
道
事
業
部
出
向

・
上
水
道
課
長
︵
建
設
課
参

事
︶
高
瀬
智
裕

早
島
町
　
　
　
　
︵
１
日
︶

　
企
画
課
長
︵
ま
ち
づ
く
り

企
画
課
長
︶
大
﨑
俊
二
▽
整

備
計
画
課
長︵
総
務
課
室
長
︶

渡
辺
博
▽
建
設
課
長
︵
建
設

農
林
課
長
︶
安
原
隆
治
▽
建

設
課
参
事
︵
建
設
農
林
課
参

事
︶
森
永
智
▽
産
業
課
長

︵
学
校
教
育
課
長
︶
猪
木
浩

二
▽
環
境
上
下
水
道
課
長

︵
上
下
水
道
課
長
補
佐
︶
田

頭
邦
雄

里
庄
町
　
　
　
　
︵
１
日
︶

︻
課
長
級
︼

　
総
務
課
長
︵
税
務
課
長
︶

村
山
達
也
▽
ま
ち
整
備
課
長

︵
議
会
事
務
局
長
︶
小
野
宏

明
▽
農
林
建
設
課
参
事
︵
農

林
建
設
課
長
補
佐
︶
川
崎
龍

吉
備
中
央
町
　
　
︵
１
日
︶

　
水
道
課
長
︵
建
設
課
課
長

補
佐
︶
楢
嵜
秀
徳

（６）第三種郵便物認可 年（令和６年）４月５日＜金曜日＞

道
１
８
０
号
環
状
南
道

路
︶
岡
山
市
南
区
藤
田
地

内
︶

３
億
３
２
１
０
万大

和
建
設


３
億
６
５
３
９
万
　


３
億
３
１
７
２
万

▽
令
和
５
年
度
玉
島
北
部
保

守
工
事
︵
︵
国
道
１
８
０

号
︶
岡
山
市
北
区
楢
津
地

内

総
社
市
種
井
地
内


︵
国
道
１
８
０
号
岡
山
西

バ
イ
パ
ス
︶
岡
山
市
南
区

古
新
田
地
内

北
区
楢
津

地
内

︵
国
道
１
８
０
号

総
社
・
一
宮
バ
イ
パ
ス
︶

岡
山
市
北
区
楢
津
地
内


総
社
市
窪
木
地
内

小
寺

地
内
︶

３
億
１
８
０
０
万

世
紀
東
急
工
業


３
億
４
８
４
８
万
　


３
億
１
６
３
０
万

︵
３
月

日
︶

▽
令
和
６
年
度
岡
山
国
道
管

内
照
明
保
守
工
事
︵
岡
山

国
道
事
務
所
管
内
︶

１
７
８
０
万タ

イ
セ
イ
電
工


１
８
０
４
万
　

１
６

０
６
万

︵
３
月

日
︶

▽
令
和
６
年
度
岡
山
国
道
道

路
資
料
作
成
業
務

４
１
６
５
万

日
本
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト


４
２
４
７
万
　

３
３

９
７
万

︵
２
月
２
日
︶

▽
令
和
６
年
度
坂
根
堰
管
理

支
援
業
務

１
億
５
０
５
０
万

シ

エ
ム
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ


１
億
５
２
０
３
万
　


１
億
２
１
６
２
万

▽
令
和
６
年
度
岡
山
三
河
川

巡
視
支
援
業
務

１
億
２
５
９
０
万

シ

エ
ム
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ


１
億
２
６
０
２
万
　


９
３
３
１
万

▽
令
和
６
年
度
岡
山
河
川
機

械
工
事
監
督
支
援
業
務

３
４
４
２
万

テ


ネ

ト
ジ

パ
ン


４
３
０
２
万
　

３
４

４
１
万

︵
２
月
９
日
︶

▽
令
和
６
年
度
岡
山
河
川
外

積
算
技
術
業
務

６
２
５
０
万

シ

エ
ム
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
・
ア

ス
開
発
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
Ｊ
Ｖ


６
３
４
８
万
　

５
０

４
８
万

▽
令
和
６
年
度
吉
井
川
工
事

監
督
支
援
業
務

１
９
５
７
万
　
日
本
振
興


２
４
４
７
万
　

１
９

５
７
万

▽
令
和
６
年
度
岡
山
河
川
機

械
積
算
技
術
業
務

１
０
６
０
万

明
日
香
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト


１
１
１
７
万
　

８
８

８
万

︵
２
月

日
︶

▽
令
和
６
年
度
旭
川
・
百
間

川
工
事
監
督
支
援
業
務

１
９
５
４
万
　
日
本
振
興


２
４
４
３
万
　

１
９

５
４
万

▽
令
和
６
年
度
高
梁
川
工
事

監
督
支
援
業
務

３
４
４
９
万

シ

エ
ム
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ


４
３
１
２
万
　

３
４

４
９
万

︵
２
月

日
︶

▽
令
和
６
年
度
高
梁
川
水
系

環
境
調
査
そ
の
１
業
務

２
７
８
６
万
　
ウ
エ
ス
コ


３
５
１
３
万
　

２
７

８
６
万

︵
３
月
１
日
︶

▽
令
和
６
年
度
高
梁
川
下
流

維
持
工
事
︵
高
梁
川
︵
河

口

新
川
辺
橋
︶
︶

２
億
２
８
０
０
万三

宅
建
設


２
億
４
７
１
４
万
　


２
億
２
５
４
０
万

▽
令
和
６
年
度
高
梁
川
上
流

維
持
工
事
︵
高
梁
川
︵
新

川
辺
橋

高
梁
川
出
張
所

管
理
区
間
上
流
端
︶

小

田
川
︵
高
梁
川
出
張
所
管

理
区
間
︶
︶

２
億
１
８
５
０
万中

村
建
設


２
億
３
９
４
４
万
　


２
億
１
８
２
２
万

︵
４
月
２
日
︶

▽

│

│
単
県
ダ
ム
施
設

管
理
委
託
︵
竹
谷
ダ
ム
流

量
観
測
業
務
︶
／
竹
谷
ダ

ム
︵
吉
備
中
央
町
田
土
︶

３
１
０
万

ア
イ
エ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
３
１
４
万
　

２
５
１

万
▽
２
│
１
│
単
県
港
湾
工
事

︵
放
置
艇
所
有
者
調
査
等

補
助
︶
／
地
方
港
湾
牛
窓

港
︵
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
︶

４
４
０
万

　
山
陽
設
計


４
４
７
万
　

３
５
７

万
▽
３
│
３
│
公
共
河
川
工
事

︵
交
通
安
全
施
設
工
︶
／

一
級
河
川
旭
川
︵
岡
山
市

北
区
建
部
町
小
倉
︶

７
３
１
万
　
日
本
ラ
イ
ン


８
０
４
万
　

７
３
１

万
▽

│
１
│
２
公
共
道
路
工

事
︵
第
一
跨
線
橋
橋
梁
補

修
工
︶
／
県
道
田
井
新
港

線︵
玉
野
市
築
港
１
丁
目
︶

８
９
０
万
　
サ
ン
ベ
ル
コ


９
７
９
万
　

８
９
０

万
▽

│
１
│
３
公
共
道
路
工

事
︵
伸
縮
装
置
取
替
第
一

跨
線
橋
︶
／
県
道
田
井
新

港
線
︵
玉
野
市
築
港
１
丁

目
︶

８
１
２
万

　
東
亜
興
産


８
９
３
万
　

８
１
２

万
▽

│

│

単
県
港
湾
工

事
︵
浮
桟
橋
設
置
︶
／
重

要
港
湾
岡
山
港
︵
岡
山
市

南
区
小
串
︶

９
０
０
万

　
元
浜
組


９
９
５
万
　

９
０
０

万
▽
１
│
６
│
公
共
道
路
工
事

︵
１
工
区
法
面
工
そ
の

２
︶
／
国
道
４
３
０
号

︵
玉
野
市
玉
３
丁
目
︶

２
１
８
０
万

　
フ
タ
バ


２
３
９
６
万
　

２
１

８
０
万

▽
１
│
７
│
公
共
道
路
工
事

︵
３
工
区
法
面
工
︶
／
国

道
４
３
０
号
︵
玉
野
市
玉

３
丁
目
︶

９
０
０
万

　
フ
タ
バ


９
９
２
万
　

９
０
０

万
▽
３
│
６
│
単
県
河
川
工
事

︵
詳
細
設
計
︶
／
二
級
河

川
砂
川
︵
岡
山
市
︶
︵
岡

山
市
北
区
辛
川
市
場
︶

２
９
９
万

　
ウ
エ
ス
コ


３
７
４
万
　

２
９
９

万
▽
４
│
１
│
２
公
共
海
岸
工

事
︵
基
本
設
計
︶
／
港
湾

海
岸
山
田
港
ご
う
頭
海
岸

︵
玉
野
市
東
野
崎
︶

８
６
０
万

エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発


８
９
６
万
　

７
１
６

万
▽

│

│
１
単
県
海
岸
工

事
︵
陸
閘
設
計
︶
／
港
湾

海
岸
山
田
港
胸
上
海
岸

︵
玉
野
市
胸
上
︶

５
４
１
万

内
海
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
６
７
７
万
　

５
４
１

万

︵
４
月
２
日
︶

▽

│
２
│
７
公
共
道
路
工

事
︵
伸
縮
装
置
取
替
工
和

気
橋
︶
そ
の
１
／
県
道
岡

山
赤
穂
線
︵
和
気
町
原
︶

２
２
５
０
万
　
東
亜
興
産


２
４
７
６
万
　

２
２

５
０
万

▽

│
２
│
８
公
共
道
路
工

事
︵
伸
縮
装
置
取
替
工
和

気
橋
︶
そ
の
２
／
県
道
岡

山
赤
穂
線
︵
和
気
町
原
か

ら
和
気
︶

２
６
８
０
万
　
東
亜
興
産


２
９
５
４
万
　

２
６

８
０
万

▽

│
２
│
６
公
共
道
路
工

事
︵
伸
縮
装
置
取
替
工
佐

宗
橋
︶
／
県
道
穂
浪
吉
永

停
車
場
線︵
備
前
市
木
谷
︶

６
２
７
万
岡
山
道
路
興
業


６
９
０
万
　

６
２
７

万
▽

│
２
│
２
公
共
道
路
工

事
︵
伸
縮
装
置
取
替
工
安

養
寺
橋
︶
／
県
道
泉
衣
笠

線︵
和
気
町
泉
か
ら
日
室
︶

１
９
４
０
万
テ
シ
マ
商
工


２
１
３
７
万
　

１
９

４
０
万

▽

│
２
│
３
公
共
道
路
工

事
︵
伸
縮
装
置
取
替
工
初

瀬
橋
︶
／
国
道
３
７
４
号

︵
和
気
町
衣
笠
︶

２
１
０
０
万

富
士
テ

ク


２
３
１
８
万
　

２
１

０
０
万

▽

│
２
│
４
公
共
道
路
工

事
︵
伸
縮
装
置
取
替
工
鵜

飼
川
橋
梁
︶
／
県
道
備
前

柵
原
自
転
車
道
線
︵
和
気

町
和
気
︶

４
４
２
万
岡
山
道
路
興
業


４
８
６
万
　

４
４
２

万
▽

│
２
│
５
公
共
道
路
工

事︵
舗
装
工
鵜
飼
川
橋
梁
︶

／
県
道
備
前
柵
原
自
転
車

道
線
︵
和
気
町
和
気
︶

６
８
１
万

　
安
東
組


７
４
９
万
　

６
８
１

万
▽

│
１
│
公
共
漁
港
工
事

︵
防
波
堤
補
修
工
︶
／
一

種
頭
島
漁
港
︵
備
前
市
日

生
町
日
生
︶

３
１
３
０
万

　
元
浜
組


３
４
４
８
万
　

３
１

３
０
万

▽
１
│
２
│

公
共
道
路
工

事
︵
上
部
工
入
田
橋
︶
／

国
道
３
７
４
号
︵
和
気
町

衣
笠
︶

３
６
３
０
万

ニ


テ

ク
康
和


３
６
３
２
万
　

３
３

０
０
万

▽
３
│

│
４
公
共
急
傾
斜

地
崩
壊
対
策
工
事
︵
防
護

柵
工
︶
／
急
傾
斜
指
定
地

五
石
地
区︵
備
前
市
三
石
︶

３
０
０
０
万
　
第
二
建
設


３
３
０
７
万
　

３
０

０
０
万

︵
４
月
２
日
︶

▽
３
│
１
│
単
県
港
湾
工
事

︵
放
置
艇
所
有
者
調
査
等

補
助
︶
／
重
要
港
湾
宇
野

港
︵
玉
野
市
宇
野
︶

４
４
５
万

西
部
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
４
４
７
万
　

３
５
７

万
▽
６
│
２
│
１
単
県
港
湾
工

事
︵
放
置
艇
所
有
者
調
査

等
補
助
︶
／
重
要
港
湾
宇

野
港
︵
玉
野
市
宇
野
︶

４
４
５
万

　
大
和
技
術


４
４
７
万
　

３
５
７
万

︵
４
月
２
日
︶

▽
１
│
１
│
単
県
港
湾
工
事

︵
放
置
艇
所
有
者
調
査
等

補
助
︶
／
重
要
港
湾
岡
山

港
︵
岡
山
市
中
区
︶

４
４
０
万

日
本
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト


４
４
７
万
　

３
５
７

万
▽
６
│
１
│
１
単
県
港
湾
工

事
︵
放
置
艇
所
有
者
調
査

等
補
助
︶
／
重
要
港
湾
岡

山
港
︵
岡
山
市
中
区
︶

４
４
０
万

日
本
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト


４
４
７
万
　

３
５
７

万

︵
３
月

日
︶

▽
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業

町
道
黒
惣
線
道
路
維
持
工

事
︵
羽
仁
地
内
︶

７
６
８
万
５
千

マ
ル
ケ
イ
工
業


８
６
６
万
　

７
６
３

万
９
千

▽
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業

︵
河
川
︶
周
佐
地
内
砂
防

指
定
地
整
地
工
事
︵
周
佐

地
内
︶

２
７
９
万
３
千　

下
山
組


３
１
４
万
　

２
７
９

万
１
千

▽
︵
仮
称
︶
西
幸
会
館
移
転

整
備
事
業
︵
仮
称
︶
西
幸

会
館
造
成
工
事
︵
西
幸
地

内
︶

１
７
０
９
万
　
杉
本
建
設


１
９
３
６
万
　

１
７

０
７
万
９
千
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